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12
月
３
日
～
９
日
は

「
障
害
者
週
間
」
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障害者週間 特集

　毎年12月3日～9日は「障害者週間」です。障害者週間は、
平成16年6月の障害者基本法の改正により、国民の間に広く
障害者の福祉についての関心と理解を深めるとともに、障害者
が社会、経済、文化その他あらゆる分野の活動に積極的に参加
する意欲を高めることを目的に定められたものです。
　この機会に、共生社会について考えてみませんか？

　
中
島
俊
樹
さ
ん
。
彼
は
ハ
ン
デ

を
抱
え
な
が
ら
も
輝
け
る
場
所
を

見
つ
け
、
絵
画
と
い
う
舞
台
で
自

ら
を
精
一
杯
表
現
し
て
い
ま
す
。

助
け
合
え
る
ま
ち
を
目
指
し
て

　
「
俊
樹
さ
ん
の
絵
は
力
強
く
た

く
ま
し
い
。
言
葉
で
伝
え
ら
れ
な

く
て
も
絵
に
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
表

現
さ
れ
て
い
る
。」
そ
う
話
し
て

く
れ
た
の
は
、
市
内
で
絵
画
教
室

を
開
く
羽
中
田
桂
子
さ
ん
。
俊
樹

さ
ん
の
絵
の
先
生
で
す
。「
表
現

す
る
こ
と
は
誰
に
と
っ
て
も
必
要

な
こ
と
。
彼
が
輝
く
た
め
に
は
指

導
者
や
家
族
の
支
援
だ
け
で
は
足

り
な
い
。
彼
の
活
動
へ
の
理
解
、

周
囲
の
応
援
が
必
要
。
一
人
を
盛

り
上
げ
る
こ
と
で
全
体
が
変
わ
っ

て
い
く
。
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
み

ん
な
が
優
し
い
気
持
ち
に
な
れ

る
。
そ
ん
な
ま
ち
に
な
っ
て
ほ
し

い
。
そ
の
た
め
に
、
ま
ず
は
身
近

な
人
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
こ
と
を
考

え
て
い
る
。
み
ん
な
で
助
け
合

え
る
ま
ち
を
目
指
し
て
い
き
た

い
。」
と
語
る
羽
中
田
さ
ん
。
俊

樹
さ
ん
の
手
元
を
見
つ
め
る
そ
の

目
は
と
て
も
穏
や
か
で
し
た
。

　
平
成
26
年
４
月
か
ら
、
市
の
相

談
支
援
体
制
を
強
化
す
る
た
め
、

福
祉
課
障
が
い
福
祉
担
当
に
福
祉

総
合
相
談
窓
口
「
基
幹
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
」を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
障
が
い
福
祉
を
中
心
と
し
た
さ

ま
ざ
ま
な
相
談
に
専
門
職
員
が
対

応
し
ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
専
門

機
関
や
関
係
機
関
と
連
絡
・
調
整

を
行
い
、
問
題
を
解
決
す
る
お
手

伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　
障
が
い
の
あ
る
方
が
地
域
で
い

き
い
き
と
暮
ら
せ
る
よ
う
に
サ

ポ
ー
ト
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
の

で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

個
性
を
尊
重
す
る
こ
と
が
大
事

　
俊
樹
さ
ん
が
絵
画
教
室
に
通
う

き
っ
か
け
は
、
何
も
し
ゃ
べ
ら
な

い
け
れ
ど
落
ち
着
き
な
く
動
き
回

る
俊
樹
さ
ん
が
絵
を
描
く
と
き
は

集
中
し
て
い
る
様
子
に
気
づ
い
た

こ
と
。
俊
樹
さ
ん
の
母
・
香
織
さ

ん
は
「
羽
中
田
先
生
と
の
出
会
い

が
い
ろ
い
ろ
な
人
と
の
つ
な
が
り

を
生
み
、
今
も
広
が
り
続
け
て
い

る
。
彼
が
活
躍
す
る
機
会
を
与
え

て
も
ら
え
て
親
と
し
て
は
う
れ
し

い
こ
と
だ
し
、
本
人
の
自
信
に
も

な
っ
て
い
る
。
彼
の
ペ
ー
ス
で
自

由
に
楽
し
ん
で
や
っ
て
ほ
し
い
。」

と
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も

と
も
に
支
え
合
い
、共
に
生
き
る
。

み
ん
な
が
い
き
い
き
と
暮
ら
せ

る
。
そ
う
い
う
ま
ち
を
目
指
し
て

い
き
た
い
で
す
ね
。

▲俊樹さんが手掛けた
　シャッターアート作品

特集
12
月
３
日
～
９
日
は
「
障
害
者
週
間
」

と
も
に
支
え
合
う  

― 

共
生
社
会
の
実
現
へ 

―

韮
崎
市
の「
福
祉
総
合
相
談
窓
口
」

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
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障害者週間特集

心身障がい児（者）父母の会
　　  会長　杉山　浩子 さん

　
普
通
に
生
活
が
し
た
い
。
―
―

き
っ
か
け
は
、
娘
の
障
が
い
か
ら

始
ま
り
ま
す
。

　
障
が
い
の
あ
る
子
の
親
と
し
て

特
別
を
求
め
て
い
た
わ
け
で
は
な

く
普
通
に
子
育
て
や
家
庭
生
活
を

し
た
い
。
普
通
に
学
校
生
活
を
送

ら
せ
て
あ
げ
た
い
。
自
分
も
子
ど

も
も
普
通
の
生
活
を
す
る
た
め
に

父
母
の
会
へ
の
入
会
を
決
め
ま
し

た
。
昔
は
抱
え
込
ん
で
い
た
し
、

抱
え
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
支
援
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と

へ
の
理
解
も
得
に
く
か
っ
た
で

す
。
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
の
子

育
て
で
困
っ
た
の
は
、
障
が
い
の

有
無
の
判
断
の
と
き
、
保
育
園
や

学
校
な
ど
の
就
学
時
、
就
職
活

動
。
基
本
的
に
は
、
健
常
者
と
同

じ
時
に
同
じ
こ
と
で
悩
み
ま
し
た
。

　
父
母
の
会
に
入
っ
て
16
年
。
会

長
を
務
め
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら

は
10
年
に
な
り
ま
す
。
平
成
26
年

度
か
ら
『
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
』
事

業
を
始
め
ま
し
た
。
月
に
１
回
、

ニ
コ
リ
で
子
育
て
や
子
ど
も
の
困

り
ご
と
を
相
談
で
き
る
場
所
を
設

け
て
い
ま
す
。「
一
人
で
抱
え
て

し
ま
う
と
ど
ん
ど
ん
不
安
に
な
っ

て
し
ま
う
。
い
ろ
い
ろ
な
情
報
が

あ
れ
ば
楽
に
な
れ
る
か
も
し
れ
な

い
。」
そ
ん
な
思
い
で
行
っ
て
い

ま
す
。
地
域
に
も
っ
と
知
っ
て
も

ら
う
た
め
に
と
、
３
年
前
か
ら
福

祉
の
日
記
念
ま
つ
り
に
も
出
張
し

て
い
ま
す
。
支
援
し
て
く
れ
る
人

は
た
く
さ
ん
い
る
の
で
一
人
で
抱

え
込
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。
気
に

な
る
段
階
で
も
構
わ
な
い
の
で
ま

ず
来
て
み
て
ほ
し
い
で
す
。
多
く

の
方
に
知
っ
て
も
ら
っ
て
、
活
用

し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 ▲「福祉の日」記念まつりで出張フリースペース

正しい配慮を…障がいの種類を理解しましょう！

「
相
談
す
る
こ
と
が
大
事
」

統合失調症やうつ病などのさまざ
まな精神疾患により、日常生活や
社会生活がしづらくなります。

不安を感じさせないように笑顔で
穏やかに接しましょう。周囲の人
の理解と支えがあれば地域で安心
して生活することができます。

精神障がい
手や足、体幹などに障がいがあり、
体を思うように動かせないなどの
支障があります。

困っている様子を見かけたら声か
けし、本人の依頼を受けてから介
助しましょう。車いす使用者との
会話時は目線を合わせましょう。

肢体不自由
心臓、肺、腎臓、膀胱、直腸、小
腸、肝臓などの機能やHIV によ
る免疫機能の障がいです。

携帯電話やたばこの煙等公共の場
では周囲に配慮しましょう。
HIV は偏見や差別が問題です。
HIVを正しく理解しましょう。

内部障がい

全く見えない全盲、視力が弱い弱
視、見える範囲の狭い視野狭窄な
どの障がいです。

点字ブロックの上に自転車等を置
かないようにしましょう。道等に
立ち尽くしている方がいたら声を
かけてみましょう。

視覚障がい
全く聴こえない、聴こえにくいな
どの障がいです。話し言葉で意思
の疎通を図ることが困難です。

ジェスチャーを交えて、ゆっくり
大きな声で話しましょう。筆談、
口話、手話、空書などを用いてコ
ミュニケーションをしましょう。

聴覚障がい
生活や学習面で知的な機能や発達
が平均に比べてゆっくりになりま
す。脳の機能障害によるものです。

ゆっくり丁寧にわかりやすい対応
を心がけましょう。
本人の意思等を尊重し、敬意を持
って支援しましょう。

知的障がい

■問い合わせ　福祉課 障がい福祉担当（内線182～185）
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税の申告

　
正
し
い
申
告
・
納
税
を
！

年
末
調
整
の
手
続
き
を

　
　
　
　
　
　
お
忘
れ
な
く

　
会
社
員
な
ど
の
給
与
所
得
者
に

か
か
る
年
間
の
所
得
税
額
は
、
毎

月
源
泉
徴
収
さ
れ
た
一
年
間
分
の

所
得
税
額
と
は
必
ず
し
も
一
致
し

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
年
間
の
給

与
総
額
が
確
定
す
る
年
末
に
、
勤

務
先
へ
「
給
与
所
得
者
の
扶
養
控

除
等
申
告
書
」
を
提
出
す
る
こ
と

で
、
そ
の
年
の
税
額
の
過
不
足
が

調
整
さ
れ
ま
す
。
こ
の
年
末
調
整

を
す
る
こ
と
で
、
給
与
所
得
者
は

確
定
申
告
を
す
る
必
要
が
な
く
な

り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
年
末
調

整
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
は

平
成
31
年
１
月
末
日
ま
で
に

　
給
与
の
支
払
者
は
、
支
払
い
を

受
け
る
人
（
給
与
所
得
者
）
の
居

住
す
る
市
区
町
村
に
、
一
年
間
に

支
払
っ
た
給
与
等
の
明
細
【
給
与

支
払
報
告
書
】
を
提
出
す
る
義
務

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
給
与
支
払
報
告
書
は
、
住

民
税
の
課
税
や
、
諸
証
明
発
行
の

資
料
と
な
り
ま
す
の
で
、
全
て
の

受
給
者
（
専
従
者
・
退
職
者
・
ア

ル
バ
イ
ト
等
の
少
額
受
給
者
も
含

む
）
に
つ
い
て
作
成
し
、
必
ず
期

限
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
給
与
支
払
報
告
書
の
用
紙
は
税

務
収
納
課
で
も
配
布
し
て
い
ま

す
。

■
提
出
期
限

　
平
成
31
年
１
月
31
日
（
木
）

■
提
出
先

　
給
与
所
得
者
が
平
成
31
年
１
月

１
日
現
在
に
居
住
す
る
市
区
町
村

「
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
」
と

は
、
事
業
主
の
皆
さ
ん
が
国
税
の

所
得
税
と
同
様
に
特
別
徴
収
義
務

者
と
し
て
、
個
人
住
民
税
を
従
業

員
に
支
払
う
給
与
か
ら
毎
月
徴
収

し
、
そ
の
従
業
員
に
代
わ
っ
て
従

業
員
の
住
所
地
の
市
区
町
村
に
納

入
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

※
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
平
成
31
年
度
（
30
年
分
）
に
総

括
表
ま
た
は
給
与
支
払
報
告
書
の

適
要
欄
に
次
の
普
Ａ
～
普
Ｆ
の
理

由
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
従
業
員

に
つ
い
て
は
、
特
別
徴
収
と
な
り

ま
す
。

普
Ａ　
総
受
給
者
が
２
名
以
下

普
Ｂ　
乙
欄
該
当
者

普
Ｃ　
給
与
支
払
金
額
が
少
額

普
Ｄ　
給
与
の
支
払
が
不
定
期

普
Ｅ　
青
色
専
従
者

普
Ｆ　
退
職
者
・
退
職
予
定
者

■
問
い
合
わ
せ

　
税
務
収
納
課
市
民
税
担
当

（
内
線
１
５
３
～
１
５
５
）

▼
税
の
申
告
準
備
は
お
早
め
に

▼
償
却
資
産
の
申
告
が
必
要
で
す

■
償
却
資
産
と
は

　
償
却
資
産
と
は
、
会
社
や
個
人

で
事
業
を
し
て
い
る
方
が
、
事
業

の
た
め
に
用
い
る
機
械
・
器
具
・

備
品
等
の
有
形
資
産
の
こ
と
を
い

い
、
土
地
や
家
屋
と
同
じ
よ
う
に

固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

※
資
産
の
増
減
に
か
か
わ
ら
ず
、

　
必
ず
申
告
が
必
要
で
す
。

■
対
象
と
な
る
資
産

　
平
成
31
年
１
月
１
日
現
在
に
所

有
し
て
い
る
償
却
資
産

◇
構
築
物（
広
告
塔・舗
装
路
面・

水
槽
・
煙
突
な
ど
）

◇
機
械
お
よ
び
装
置
（
製
造
設
備

等
）

◇
車
両
お
よ
び
運
搬
具
（
フ
ォ
ー

ク
リ
フ
ト
な
ど
）

※
自
動
車
税
、
軽
自
動
車
税
の
課

税
対
象
は
除
く

◇
工
具
・
器
具
・
備
品
（
事
務
機

器
・
各
種
工
具
な
ど
）

■
太
陽
光
発
電
設
備
も
償
却
資
産

　
の
対
象
で
す

　
会
社
や
個
人
事
業
主
の
方
が
事

業
の
た
め
に
設
置
し
た
場
合
は
、

発
電
容
量
や
全
量
売
電
・
余
剰
売

電
に
か
か
わ
ら
ず
、
償
却
資
産
の

申
告
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
個
人
の
方
で
も
、
10
キ

ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
全
量
売
電
の
も

の
は
、
事
業
用
の
資
産
と
な
り
、

償
却
資
産
の
対
象
と
な
り
ま
す
の

で
申
告
が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、

10
キ
ロ
ワ
ッ
ト
未
満
の
太
陽
光
発

電
や
余
剰
売
電
の
も
の
は
償
却
資

産
の
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

■
申
告
期
限

　
平
成
31
年
１
月
31
日
（
木
）

■
申
告
先
・
問
い
合
わ
せ

　
税
務
収
納
課
資
産
税
担
当

（
内
線
１
５
６
～
１
５
８
）

　
自
宅
の
屋
根
な
ど
に
太
陽
光
発

電
設
備
を
設
置
し
、
発
電
し
た
電

力
を
売
っ
た
場
合
、
そ
の
収
入
は

所
得
税
の
確
定
申
告
ま
た
は
住
民

税
の
申
告
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
平
成
30
年
１
～
12
月
の
売
電
収

入
の
合
計
か
ら
必
要
経
費
を
引
い

て
20
万
円
を
超
え
た
場
合
は
所
得

税
の
確
定
申
告
、
20
万
円
以
下
の

場
合
は
住
民
税
の
申
告
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　
申
告
の
際
に
は
、
太
陽
光
発
電

設
備
を
設
置
し
た
と
き
の
費
用
、

毎
月
の
売
電
収
入
の
明
細
、
年
間

総
発
電
量
、
年
間
総
売
電
量
等
の

数
値
が
必
要
で
す
。
申
告
に
備
え

て
整
理
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

　
税
務
収
納
課
市
民
税
担
当

（
内
線
１
５
３
～
１
５
５
）

事
業
主（
給
与
支
払
者
）の
方
へ

山
梨
県
全
域
で
特
別
徴
収
を

厳
格
化
し
て
い
ま
す
！

太
陽
光
発
電
の
売
電
収
入
は

申
告
が
必
要
で
す
！

ま
も
な
く
税
の
申
告
時
期
で
す
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自動車登録・廃車手続き /医療費

▼
自
動
車
・
バ
イ
ク
・
農
耕
車
を
お
持
ち
の
方

　
自
動
車
税
や
軽
自
動
車
税
は
毎

年
４
月
１
日
に
自
動
車
等
を
所
有

す
る
方
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
次
の

項
目
に
該
当
す
る
場
合
に
は
早
め

の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
所
有
者
が
亡
く
な
っ
た

・
氏
名
や
住
所
が
変
わ
っ
た

・
自
動
車
を
廃
車
し
た

・
売
買
等
で
所
有
者
が
変
わ
っ
た

・
改
造
し
て
排
気
量
が
変
わ
っ
た

　

こ
れ
ら
の
手
続
き
が
遅
れ
る

と
、
車
両
を
所
有
し
て
い
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
税
金
が
か
か
り
、

登
録
所
有
者
へ
通
知
さ
れ
ま
す
。

　

手
続
き
が
済
ま
さ
れ
て
い
る

か
、
再
度
登
録
状
況
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

※
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　
手
続
き
を
し
な
い
ま
ま
バ
イ
ク

等
を
知
人
に
貸
し
た
後
、
所
在
不

明
に
な
る
等
の
ト
ラ
ブ
ル
が
見
受

け
ら
れ
ま
す
。
標
識
（
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
）
を
譲
渡
し
た
り
貸
し

車両 手続き先 電話番号
普通自動車

関東運輸局
（山梨運輸支局） 050-5540-2039バイク（250cc超）

バイク（125cc超～250cc以下）

軽自動車 軽自動車
検査協会 050-3816-3121

原動機付自転車
（50cc超～125cc以下） 韮崎市役所

（税務収納課）
22-1111

（内153～155）農耕車（トラクター等）

登
録
・
廃
車
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か
？

付
け
た
り
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。
安
易
に
貸
し
た
り
せ

ず
、
必
ず
廃
車
・
譲
渡
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
税
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

●
普
通
自
動
車

　
総
合
県
税
事
務
所

☎
０
５
５
‐
２
６
２
‐
４
６
６
２

●
軽
自
動
車
・
原
付
・
農
耕
車

　
税
務
収
納
課
市
民
税
担
当

（
内
線
１
５
３
～
１
５
５
）

　
身
体
障
害
者
手
帳
等
を
お
持
ち
の
方
へ

　
平
成
30
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で

の
自
動
車
燃
料
購
入
費
の
助
成
を

行
い
ま
す
の
で
、
該
当
す
る
方

は
、
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
対
象
者

　
平
成
30
年
１
月
以
降
、
自
動
車

税
・
軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け

て
い
る
方
で
、
次
の
い
ず
れ
か
を

所
持
し
て
い
る
方

・
身
体
障
害
者
手
帳 

１
・
２
級

・
療
育
手
帳 

Ａ

・
戦
傷
病
者
手
帳　
特
別
第
１
・

第
２
項
症

※
減
免
対
象
車
が
県
外
ナ
ン
バ
ー

の
場
合
は
助
成
対
象
外
で
す
。

■
受
付
期
間

　
平
成
31
年
１
月
７
日
（
月
）
～

　
平
成
31
年
２
月
８
日
（
金
）

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

※
期
間
内
に
手
続
き
を
し
な
い
場

合
は
、助
成
金
の
請
求
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
持
ち
物

①
山
梨
県
心
身
障
害
者
自
動
車
燃

料
費
助
成
金
請
求
書

②
燃
料
購
入
先
で
証
明
を
受
け
た

支
払
証
明
書
ま
た
は
、宛
名
に
請

求
者
氏
名
が
記
載
印
字
さ
れ
た

領
収
書
お
よ
び
購
入
量
計
算
書

③
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手

帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
の
い
ず
れ

か
（
山
梨
県
ま
た
は
山
梨
県
内

市
町
村
の
「
減
免
済
」
印
が
あ

る
も
の
）

④
印
鑑

⑤
減
免
対
象
車
両
の
車
検
証

⑥
請
求
者
の
預
金
通
帳
（
店
名
・

預
金
種
目
・
口
座
番
号
の
確
認

が
で
き
る
も
の
。
）

■
請
求
書
・
購
入
量
計
算
書
お
よ

　
び
支
払
証
明
用
紙
の
配
布
場
所

・
県
中
北
保
健
福
祉
事
務
所
福
祉
課

◦
福
祉
課 

障
が
い
福
祉
担
当

※
中
北
保
健
福
祉
事
務
所
の
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
印
刷
可

■
問
い
合
わ
せ

　
県
中
北
保
健
福
祉
事
務
所
内

福
祉
課
障
害
福
祉
担
当

☎
０
５
５
‐
２
３
７
‐
１
３
８
１

０
５
５
‐
２
３
５
‐
７
１
１
５

※集団受付日に来場できない場合は、集団受付日以外の日に、中北保健
福祉事務所で受け付けます。（必ず事前にご連絡をお願いします。）

集団受付日 時間 会場

1 月 7 日（月）
1 月17日（木）
1 月25日（金）
1 月30日（水）

9時30分～12時
13時～16時

甲府市
総合市民会館 1階 多目的室

1 月 9 日（水） 10時～12時
13時～15時 昭和町総合会館 2階

相談室・講習室

1 月11日（金）
1 月22日（火）

10時～12時
13時～15時

南アルプス市地域
防災交流センター
（十五所）

2階
多目的ホール

1 月15日（火）
1 月18日（金）

10時～12時
13時～15時

甲斐市
敷島総合文化会館 2階 研修室

1 月21日（月） 10時～12時
13時～15時

北杜市役所本庁舎
（須玉） 1階 西会議室

1 月28日（月） 10時～12時
13時～16時

北巨摩合同庁舎
（韮崎市本町） 1階 大会議室

1 月31日（木） 10時～12時
13時～15時

北杜市役所
長坂総合支所 1階 庁舎内

【登録・変更・廃車の手続きに関する問い合わせ先一覧】

【受付日程】

山
梨
県
心
身
障
害
者
自
動
車

    

燃
料
費
助
成
金
請
求
の
受
付
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除雪作業にご協力を /大掃除のごみ出しはお早めに

　
早
く
安
全
に
除
雪
を
行
う
た
め
に

　
今
年
も
降
雪
時
期
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
雪
が
降
っ
た
場
合
に
は
、
市
や
県
か
ら
委
託
さ
れ
た
業
者
が
除
雪
作

業
を
行
い
ま
す
。
降
雪
時
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
確
保
す
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ス
ム
ー
ズ
に
作
業
を
行
う
た
め
、

　
　
路
上
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ
う

　
路
上
駐
車
は
除
雪
作
業
の
妨
げ

に
な
り
、
作
業
が
後
回
し
に
な
っ

た
り
、
作
業
が
で
き
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
交
通
渋
滞
の

原
因
に
も
な
り
ま
す
。
な
お
、
除

雪
作
業
車
の
無
理
な
追
い
越
し
は

大
変
危
険
で
す
の
で
や
め
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
除
雪
作
業
中
は
大
変

危
険
で
す
の
で
お
子
さ
ん
を
近
づ

け
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

雪
の
処
分
は
所
有
敷
地
内
で

　
　
　
　
　
　
行
っ
て
く
だ
さ
い

　
車
道
や
歩
道
に
捨
て
ら
れ
た
雪

は
、
交
通
事
故
や
渋
滞
の
原
因
に

も
な
り
ま
す
。
ま
た
、
水
路
に
捨

て
ら
れ
た
雪
は
水
が
あ
ふ
れ
る
原

因
と
な
り
ま
す
の
で
、
各
戸
の
雪

の
処
分
は
所
有
す
る
敷
地
内
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

自
宅
前
の
道
路
は

　
　
　
各
自
で
除
雪
し
ま
し
ょ
う

　
除
雪
作
業
車
は
、
短
時
間
で
効

率
的
に
回
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

た
め
、
各
戸
の
出
入
り
口
や
希
望

す
る
時
間
に
除
雪
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
除
雪
作
業
車
通
過

後
の
出
入
口
は
、
各
自
で
除
雪
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

歩
道
や
私
道
、
私
有
地
な
ど
の　

　
　
　
　
　
除
雪
は
で
き
ま
せ
ん

　
市
内
全
域
の
除
雪
は
不
可
能
で

す
。
歩
道
は
除
雪
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
よ
り
除
雪

を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
市
が

設
定
し
た
主
要
道
路
の
除
雪
は
行

い
ま
す
が
、
そ
の
他
の
道
路
や
私

道
、
私
有
地
は
除
雪
で
き
ま
せ
ん

の
で
各
自
で
協
力
し
て
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

私
有
地
の
樹
木
な
ど
の

　
　
　
手
入
れ
を
お
願
い
し
ま
す

　
私
有
地
の
樹
木
が
雪
の
重
み
で

倒
れ
、
車
両
事
故
や
道
路
構
造
物

の
破
損
が
起
き
た
場
合
は
、
所
有

　
年
末
年
始
は
処
理
場
の
操
業
日

の
都
合
上
、
12
月
29
日
～
１
月
３

日
は
収
集
を
行
い
ま
せ
ん
の
で
、

そ
の
間
の
ご
み
は
自
宅
で
保
管
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

大
掃
除
は
自
己
搬
入
の
日
を
ご
利

用
い
た
だ
き
、
年
内
の
可
燃
ご
み

収
集
の
最
終
日
ま
で
に
完
了
す
る

よ
う
計
画
的
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
毎
年
、
年
末
の
大
掃
除
で

出
さ
れ
る
「
ご
み
の
分
別
」
が
適

正
に
さ
れ
な
い
た
め
収
集
で
き

ず
、
市
へ
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す
際

は
、
次
の
事
項
を
必
ず
守
り
ま

し
ょ
う
。

①
収
集
日
当
日
の
午
前
８
時
ま
で

に
出
す
。（
収
集
後
の
ご
み
出

し
厳
禁
）

②
可
燃
ご
み
・
不
燃
ご
み
・
資
源

物
の
分
別
を
徹
底
す
る
。

③
市
で
収
集
で
き
な
い
も
の
は
個

人
で
処
理
業
者
へ
問
い
合
わ
せ

て
処
分
す
る
。

■
収
集
で
き
な
い
も
の

・
建
築
廃
材
（
木
材
、
ト
タ
ン
、

雨
ど
い
、
畳
等
）

・
農
業
に
よ
り
排
出
さ
れ
た
マ
ル

チ
、
育
苗
箱
等
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
品
、
農
薬
（
容
器
を
含
む
）

・
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
品
目

　
（
テ
レ
ビ
・
冷
蔵
庫
・
冷
凍

庫
・
エ
ア
コ
ン
・
洗
濯
機
・
衣

類
乾
燥
機
）

・
パ
ソ
コ
ン
類

※
分
解
等
を
し
て
も
収
集
不
可
。

　
市
で
収
集
で
き
な
い
も
の
の
排

出
方
法
は
、
各
戸
配
布
し
て
あ
り

ま
す
「
平
成
30
年
度
ご
み
・
資
源

物
収
集
日
程
表
」
や
「
ご
み
の
分

別
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
確
認
し
て
、

業
者
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
さ
わ
や
か
に
新
年
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
地
区
ご
と
に
ご
み
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
を
清
潔
に
保
つ
よ
う
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

※
ご
み
・
資
源
物
収
集
日
程
表
や

ご
み
の
分
別
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
市

民
生
活
課
で
配
布
し
て
い
る
ほ

か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w

w
.city.nirasaki.lg.jp/

docs/2013021607347/

）

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
市
民
生
活
課
生
活
環
境
担
当

（
内
線
１
３
１
・
１
３
２
）

者
の
責
任
が
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
庭
木
や
樹
木
、
特
に
竹

林
の
手
入
れ
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
電
線
に
近
い
場
所
で
の
伐

採
は
、
東
京
電
力
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
事

前
に
相
談
し
て
か
ら
行
う
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
な
ど
を

　
　
　
　
　
　
携
帯
し
ま
し
ょ
う

　
冬
期
の
道
路
は
凍
結
し
、
ス
リ

ッ
プ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
路
面

の
凍
結
時
に
も
安
全
に
走
行
で
き

る
よ
う
、
あ
ら
か
じ
め
冬
用
タ
イ

ヤ
の
装
着
や
、
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン

を
携
帯
す
る
な
ど
万
全
な
装
備
を

し
て
く
だ
さ
い
。

※
今
年
度
の
市
道
除
雪
路
線
を
12

月
初
旬
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
ま
す
の
で
、
参
考
に
し
て

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

☆
市
道
関
係

　
建
設
課
建
設
土
木
担
当

　
　
（
内
線
２
４
８
・
２
４
９
）

☆
県
道
関
係

　
県
中
北
建
設
事
務
所
峡
北
支
所

　
道
路
課
道
路
維
持
担
当

　
　
　
　
　
☎
２
３
‐
３
０
６
５

除
雪
作
業
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

大
掃
除
の
ご
み
出
し
は
お
早
め
に
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水道使用量漏水減免 /年末年始水道工事店 /年末年始公共施設等休館日

水道使用料の漏水減免制度について

　
水
道
管
の
凍
結
・
破
裂
に
ご
注
意
！

年末年始の水道工事指定店待機当番一覧表
月日 指定店名 電話

12月29日（土） 細田設備 27-2214
12月30日（日）

㈱日設管興 23-1238
12月31日（月）
 1 月 1 日（火）

㈲清水水道 22-0956
 1 月 2 日（水）
 1 月 3 日（木） 栄工業㈲ 22-0591

■減免の対象となる場合
・地下埋設管からの漏水で地上からは容易に発見できないこと
・家屋の壁内や床下で目視できる状態にないこと

■注意事項
・修理工事は、市指定の給水装置工事事業者に依頼してください。

指定店以外の工事業者もしくはご自身で修理された場合は減免対
象となりませんのでご注意ください。

・修理費用については、水道使用者（所有者）の負担となります。
・減免対象となるのは、漏水している期間のうち、最も水量の多い

1期分（2か月分）の請求のみです。
■問い合わせ　上下水道課 水道管理担当（内線616・617）

　各家庭の給水装置は、水道使用者（所有者）の大切な財産ですので、ご自身で管理していただくものです。
そのため、水道メーターで計量した水量に漏水分が含まれても、その水量に対する水道料金などについては、
原則としてお支払いいただくことになります。
　しかし、地中や建物の壁内などの露出していない給水管からの漏水は、常に適切な管理を行っていても発
見が困難な場合があります。このため、一定の基準を満たす場合に限り、漏水により多額の水道使用料にな
った使用者に対して料金の一部を減免する制度があります。

　
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下
に

な
る
と
、
水
道
管
が
凍
結
し
て
水

が
出
な
く
な
っ
た
り
、
破
裂
し
た

り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
寒
波

が
到
来
す
る
前
に
、
保
温
材
な

ど
で
水
道
管
に
防
寒
措
置
を
し
ま

し
ょ
う
。

　
な
お
、
年
末
年
始
に
水
道
管
の

修
理
が
必
要
な
場
合
に
は
、
一
覧

表
の
水
道
工
事
指
定
店
へ
直
接
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
上
下
水
道
課 

水
道
管
理
担
当

（
内
線
６
１
６
・
６
１
７
）

施設名 問い合わせ 休館日
市役所 22-1111 12月29日～ 1 月 3 日
市立病院（※救急患者除く） 22-1221 12月29日～ 1 月 3 日
保健福祉センター 23-4310 12月29日～ 1 月 3 日
老人福祉センター 22-6944 12月29日～ 1 月 3 日
ゆ～ぷるにらさき 20-2222 12月31日～ 1 月 1 日
スポーツ施設（御勅使サッ
カー場・グリーンフィール
ド穂坂含む）

22-0498 12月29日～ 1 月 3 日

市営火葬場（市民生活課） 22-1111  1 月 1 日～ 1 月 3 日
市民交流センター「ニコリ」 22-1121 12月29日～ 1 月 3 日
大村記念図書館 22-4946 12月28日～ 1 月 3 日
子育て支援センター 23-7676 12月28日～ 1 月 3 日
ふるさと偉人資料館 21-3636 12月29日～ 1 月 3 日
青少年育成プラザ 45-9919 12月28日～ 1 月 3 日
東京エレクトロン 
韮崎文化ホール 20-1155 12月29日～ 1 月 3 日

韮崎大村美術館 23-7775 12月29日～ 1 月 1 日
民俗資料館 22-1696 12月29日～ 1 月 3 日
穂坂自然公園 

（冬季閉鎖※トイレ可） 22-1111 12月 1 日～ 3 月31日

児童センター

韮崎 22-7687

12月29日～ 1 月 3 日
北東 23-5550
北西 22-1775
甘利 23-1535

★戸籍の届出（出生届・死亡届等）は市役所1階西側警備員室で受け付けます。
★市民バス　1月1日全線運休
　12月29日～31日、1月2、3日は休日運行します。
★市民バス学生割引（全路線）
　12月20日～1月10日　対象：小中高大生　全区間1回50円
★証明書のコンビニ交付
　12月28日（金）23時～1月４日（金）６時30分まで停止します。

年末年始の公共施設等の休館日 年
末
年
始
の
水
道
工
事
指
定
店
一
覧

　漏水は、貴重な水資源の損失である
ばかりでなく、宅地内の地面の陥没や
建物への浸水など二次的被害をもたら
す危険性がありますので、漏水が発生
していないかどうか、定期的に水回り
や水道メーターの確認をお願いします。
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職員給与の公表

　市の人事行政の状況について、公正性と透明性を高めることを目的に、その概要をお知らせします。
　市職員に支給される給与は、国家公務員の給与等を参考にしながら、市議会の審議を経て条例や規則など
で定められています。その内容は、基本給としての給料と、扶養・住居・通勤手当や民間の賞与にあたる期
末・勤勉手当などがあります。

（注）人件費には、特別職に支給される給料・報酬なども含む。 （注）職員手当には退職手当は含まず。
　　　職員数は平成30年3月31日現在の人数。

　同種の職種・経歴に該当する国家公務員の給与額を
100とした場合に対して地方公務員の給与額についての
数値です。

（注）給与月額は給与と諸手当を合計したものです。

・給　　料　　職種や職務に応じた給料表に定められた額を
　　　　　　　支給
・扶養手当　　配偶者　10,000円／人
　　　　　　　子　　　10,000円／人
　　　　　　　その他扶養親族　6,500円／人
・住居手当　　借家（家賃月12,000円以上）
　　　　　　　限度額　月27,000円
・通勤手当　　交通機関等利用　限度額　月53,000円
　　　　　　　自動車等利用　距離に応じて　月2,000円～
・管理職手当　管理職の区分に応じて　月41,000円～

・時間外勤務手当　正規の勤務時間を超えたときに支給
・宿日直手当　　　一般 　4,200円、医師　20,000円
　　　　　　　　　常直的な宿日直　21,000円
・特殊勤務手当　　市税等事務、放射線取扱作業、細菌検査

　　　業務、医師診療・医師出勤および救急勤
　　　務医、夜間看護業務

・期末勤勉手当
 （H29年度）

（　）の数字は、特定幹部職員（7級）に適用する月数。

・退職手当　退職日給料月額に退職理由や勤務年数に応じて
算出した額

韮崎市職員の給与および職員数などを公表します

▼人件費の状況（平成29年度一般会計決算）

▼職員の初任給の状況（平成29年4月1日）

▼ラスパイレス指数

▼一般行政職員の平均給与月額と
　年齢別の内訳（4月1日現在）

▼職員給与の種類と状況

▼職員給与費の状況（平成29年度一般会計決算）
（単位：人・千円・％）

（単位：円）

（単位：円）

（単位：人・千円）

人口
（H30.3.31）

歳出額
（A）

人件費
（B）

人件費率
（B/A） 前年度

29,966 14,546,287 1,862,119 12.8 14.1 

職員数
（A）

給　与　費 一人当た
り給与費
（B/A）給料 職員手当 期末勤勉

手当 合計（B）

205 761,872 101,326 303,071 1,166,269 5,689 

区分 大学卒 短大卒 高校卒
一般行政職 179,200 159,800 147,100

平均給料月額 平均給与月額
H29 H30 H29 H30
315,100 314,100 369,600 364,100

支給月 期末手当 勤勉手当

6月期
1.225月分 0.850月分

(1.025月分) (1.050月分)

12月期
1.375月分 0.950月分

(1.175月分) (1.150月分)

合計
2.600月分 1.800月分

(2.200月分) (2.200月分)

　臨時に支給されるもの

　毎月決まって支給されるもの

　特殊な職務や勤務に就いたときに
　実績に応じ支給されるもの

90
92
94
96
98
100
102
104
106
108
110

0

100

200

300

400

500

600
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区分 内容 参加者数
山梨県市町村職員研修所研修 初任者・専門・実務研修・各階層別研修 159人
先進地視察研修等 先進地視察研修、海外派遣研修等 32人
市役所職員研修 新任職員研修、人事評価研修等 286人

職員給与の公表

（注）　[　] 内は、条例による定数

（１）勤務時間の状況
　　　1週間の勤務時間　38時間45分
（２）一般職員の年次有給休暇の取得状況
　　　平成29年1月1日～12月31日
　　　平均取得日数　　11.0日

　地方公務員法第42条の規定に基づく職員の保健、元
気回復、その他厚生に関する事業を実施するため韮崎市
福利厚生会を組織しています。
　主な事業として、各種助成（元気回復助成、リフレッ
シュ休暇、部活動助成）、慶弔祝金等給付事業などがあ
ります。なお、この財源は職員が毎月支払う会費と市か
らの負担金で構成され、運営しています。

■問い合わせ　秘書人事課 人事行革担当（内線322・325・326）

＜年齢別職員数＞

＜級別職員数＞

（注）行政職給料表適用職員のうち、税務職・保育士・技能労務
職・水道事業会計該当者を除いた人数（給与実態調査より）

（1）分限処分者数 （2）懲戒処分者数

▼勤務時間

▼福利厚生事業の状況（平成29年度）

▼研修

▼分限および懲戒（平成29年度）

▼部門別職員数の状況と主な増減理由
　（各年4月1日現在）

▼一般行政職の平均年齢と年齢別、級別職員数
　（4月1日現在）

（単位：人）

（単位：歳）

（単位：人）

▼特別職の報酬等
　の状況
　（平成29年4月1日）

区　分 給料月額報酬等 期末手当

給料
市　長 762,000円 支給月数 4.05月分
副市長 630,000円 （29年度） 6月期 1.950月分
教育長 573,000円 12月期 2.100月分

報酬
議　長 369,000円 支給月数 3.05月分
副議長 345,000円 （29年度） 6月期 1.450月分
議　員 336,000円 12月期 1.600月分

区分 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 対前年
増減数 主な増減理由

一般行政部門

一般 120 118 115 △ 3
人事配置に伴う
減員および業務
内容充実に伴う
増員

福祉 72 68 69 1
下水道 4 4 4 0
その他 15 16 16 0
小計 [252]

211
[252]

206
[251]

204
[△1]
△ 2

教育行政部門
教育 20 20 22 2 人員配置に伴う

増員小計 [52]
20

[52]
20

[52]
22

[0]
2

公営企業等
会計部門

病院 132 124 119 △ 5
退職に伴う欠員水道 8 8 8 0

小計 [161]
140

[161]
132

[161]
127

[0]
△ 5

合計 [465]
371

[465]
358

[464]
353

[△1]
△ 5

H29 H30

平均年齢 40.3 40.1

降任 免職 休職 降給 合計
0 0 3 0 3

戒告 減給 停職 免職 合計
0 0 0 0 0

会員数 352人　
事業実績総額 8,945千円

公費負担額
4,800千円
（14）千円

（H29.4.1現在）

（　　）・・１人当たり 
　　　　　　公費負担額
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高額療養費外来年間合算 /育英奨学金 /高齢者肺炎球菌予防接種

　
平
成
26
年
度
よ
り
高
齢
者
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
の
接
種

費
用
助
成
を
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
平
成
30
年
度
末
を
も
っ
て
経

過
措
置
が
終
了
と
な
る
見
込
み
で

す
。

　
本
年
度
対
象
の
方
で
接
種
の
希

望
の
あ
る
方
は
、
年
度
末
ま
で
に

接
種
を
受
け
、
予
防
に
努
め
ま

し
ょ
う
。　

【
平
成
30
年
度
定
期
接
種
対
象
者
】

①
平
成
31
年
３
月
31
日
現
在
、
65

歳
、70
歳
、75
歳
、80
歳
、85
歳
、

90
歳
、
95
歳
、
１
０
０
歳
の
方

で
、
過
去
に
一
度
も
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
こ
と
が

な
い
方

②
接
種
日
現
在
、
60
歳
以
上
65
歳

未
満
の
方
で
、
心
臓
や
腎
臓
、

呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免

疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫

機
能
に
１
級
程
度
の
障
が
い
を

有
す
る
方
の
う
ち
、
過
去
に
一

度
も
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
接

種
し
た
こ
と
が
な
い
方

（
接
種
を
ご
希
望
の
方
は
身
体

障
害
者
手
帳
を
持
参
の
う
え
健

康
づ
く
り
課
に
お
申
し
出
く
だ

さ
い
）

■
実
施
期
間

　
平
成
31
年
３
月
31
日
（
日
）
ま
で

■
助
成
金
額　
接
種
費
用
の
１
／

　

２（
上
限
４
，０
０
０
円
、１
０
０

円
未
満
切
捨
）

※
実
施
期
間
外
お
よ
び
指
定
医
療

機
関
以
外
で
接
種
し
た
場
合
は

全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
指
定
医
療
機
関
に
つ
い
て
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
対
象
者
に
は
平
成
30
年
３
月
末

に
予
診
票
を
送
付
し
て
い
ま

す
。
ご
確
認
の
う
え
接
種
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
定
期
接
種
対
象
者
以
外
の
方
】

　
過
去
に
一
度
も
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
を
接
種
さ
れ
た
こ
と
が
な
い

66
歳
以
上
の
方
に
つ
い
て
も
、
希

望
さ
れ
る
方
に
は
予
防
接
種
費
用

を
一
部
助
成
し
て
い
ま
す
。

※
事
前
に
申
請
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
必
ず
接
種
す
る
前
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
経
過
措
置
終
了
後
の

　
　
　
　
　
　
対
象
者
に
つ
い
て

　
経
過
措
置
終
了
後
は
、
65
歳
の

方
と
上
記
②
に
該
当
す
る
方
が
対

象
と
な
る
見
込
み
で
す
。

※
66
歳
以
上
の
方
へ
の
助
成
は
平

成
30
年
度
末
で
終
了
の
見
込
み

で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
健
康
づ
く
り
課
健
康
増
進
担
当

　
　
　
　
　
☎
２
３
‐
４
３
１
０

　
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

■
外
来
年
間
合
算
と
は
？

　
70
歳
以
上
の
高
額
療
養
費
の
上

限
額
が
見
直
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
年
間
を
通
し
て
外
来
特
例
に

該
当
す
る
よ
う
な
長
期
療
養
を
受

け
て
い
る
方
の
負
担
が
増
え
な
い

よ
う
に
配
慮
す
る
観
点
か
ら
新
た

に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

自
己
負
担
区
分
が「
一
般
」「
低

Ⅰ
」「
低
Ⅱ
」の
方
（
７
月
31
日
時

点
）
を
対
象
に
１
年
間
を
通
し
て

月
の
外
来
の
自
己
負
担
額
を
合

計
し
、
上
限
額
を
超
え
た
金
額
を

「
高
額
療
養
費
外
来
年
間
合
算
」

と
し
て
支
給
し
ま
す
。

■
支
給
対
象
と
な
る
方

　
平
成
29
年
８
月
１
日
～
平
成
30

年
７
月
31
日
ま
で
の
１
年
間
で

自
己
負
担
額
が
「
一
般
」「
低
Ⅰ
」

「
低
Ⅱ
」の
方
（
７
月
31
日
時
点
）

の
う
ち
外
来
の
自
己
負
担
額
が

14
万
４
千
円
を
超
え
た
方
が
支
給

対
象
と
な
り
ま
す
。

※
な
お
、
月
間
の
高
額
療
養
費
と

し
て
支
給
さ
れ
た
金
額
は
自
己

負
担
額
か
ら
差
し
引
い
て
計
算

し
ま
す
。

■
申
請
書
の
発
送
・
提
出

　
対
象
と
な
る
方
に
は
、
申
請
の

ご
案
内
を
12
月
上
旬
に
郵
送
し
ま

す
。
申
請
書
を
ご
記
入
の
う
え
、

市
民
生
活
課
国
保
年
金
担
当
へ
ご

提
出
く
だ
さ
い
。

※
申
請
の
時
効
は
、
ご
案
内
が
お

手
元
に
届
い
て
か
ら
２
年
間
と

な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
市
民
生
活
課
国
保
年
金
担
当

（
内
線
１
２
７
～
１
２
９
・
１
３
７
）

　市では、大学や短大、各種専門学校へ進学を希望して
いる方を対象に、育英奨学金の貸し付けを行っています。
■対象者
　次の資格要件の全てを満たす方

・本人、保護者が市内に１年以上住んでいる方
・大学生、短大生および各種専門学校に在学中または

進学する方
・学業、人物が優れ、かつ健康な方
・学資の支弁が困難である方

　※世帯人数、障がい者の有無等の基準により判断します。
■貸付額等　年額24万円
■貸付期間
　決定時から在学する学校の最短修業年限まで
■奨学金の返還　10年以内返済（四半期賦）・無利子

※貸付終了後、本人が市内に住所を有すると、返還金
の一部が免除されます。

■申込書類
　・窓口配布開始　平成31年１月7日（月）
　・配布場所　教育課学校教育担当および市ホームペー
　　　　　　　ジから入手できます。
■申込期間　平成31年１月7日（月）～3月4日（月）
■韮崎市育英奨学金制度
　この制度は、平成６年に若宮二丁目在住の渡邊勇三氏
（故人・元進学塾渡辺の門経営）から、市に寄付された
7千万円を原資とし「韮崎市育英奨学基金」を設立、こ
の基金を活用した奨学金です。
■問い合わせ
　教育課 学校教育担当（内線264・265）

高
額
療
養
費
「
外
来
年
間
合
算
」
に
つ
い
て

韮崎市育英奨学金の活用を

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

年
度
末
ま
で
に
接
種
を
！
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にらさき遺産めぐり /移住者インタビュー
　
今
か
ら
１
１
５
年
前
の
明
治
36

年
12
月
15
日
に
、
韮
崎
で
起
き
た

大
き
な
出
来
事
と
い
う
と
何
を
思

い
浮
か
べ
ま
す
か
。

　
実
は
、
中
央
本
線
の
韮
崎
駅
が

開
業
し
た
日
な
の
で
す
。
韮
崎
に

鉄
道
が
走
る
ま
で
に
は
紆
余
曲
折

が
あ
り
ま
し
た
。
本
格
的
な
鉄
道

計
画
は
明
治
20
年
の
甲
信
鉄
道
株

式
会
社
が
計
画
し
た
御
殿
場
と
松

本
を
結
ぶ
路
線
で
す
が
、
実
現
に

は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ち
な
み

に
、
会
社
の
創
設
者
の
一
人
、
小

野
金
六
さ
ん
の
生
家
の
蔵
座
敷
は

韮
崎
市
民
俗
資
料
館
の
北
側
に
移

築
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
国
に
よ
っ
て
計
画
さ

れ
、
現
在
の
中
央
本
線
が
建
設
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
計
画
さ
れ
た
中
央
本
線
の
ル
ー

ト
は
も
と
も
と
２
案
あ
り
ま
し
た
。

一
つ
は
、
現
在
の
ル
ー
ト
で
七
里

岩
台
地
を
走
る
も
の
、
も
う
一
つ

は
釜
無
川
右
岸
を
走
る
も
の
で

す
。
釜
無
川
右
岸
の
ル
ー
ト
は
、

七
里
岩
の
急
崖
の
急
こ
う
配
を
避

け
る
こ
と
の
で
き
る
利
点
が
あ
り

ま
し
た
が
、
大
武
川
や
小
武
川
な

ど
の
河
川
を
越
さ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
水
害
に
弱
い
２
０
０
ｍ
級
の

橋
２
本
と
９０
ｍ
級
の
橋
５
本
が
必

要
と
な
る
こ
と
や
、
蔦
木
か
ら
北

が
急
こ
う
配
に
な
る
こ
と
か
ら
、

七
里
岩
台
地
を
走
る
ル
ー
ト
が
選

ば
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
て
、
中
央

本
線
が
作
ら
れ
る
の
で
す
が
、
そ

の
頃
の
様
子
を
伝
え
る
鉄
道
遺
産

を
今
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
例
え
ば
、
塩
川
鉄
橋
の
土
台
の

根
本
を
見
る
と
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

基
礎
の
下
に
加
工
し
た
石
を
積
み

　
静
岡
県
で
会
社
勤
め
を
し
て
い
た

犬
飼
啓
郎
さ
ん
は
、
脱
サ
ラ
後
、
北

杜
市
で
の
農
業
研
修
を
経
て
、
３
年

前
に
穴
山
町
へ
移
住
し
、
無
農
薬
・

化
学
肥
料
不
使
用
の「
安
心
・
安
全
」

に
こ
だ
わ
っ
た
果
菜
・
葉
物
・
根
菜

の
多
岐
に
わ
た
る
野
菜
栽
培
に
励
ん

で
い
ま
す
。

　
農
業
を
始
め
る
き
っ
か
け
は
、
静

岡
県
で
経
験
し
た
月
に
１
度
の
農
業

体
験
で
し
た
。
自
分
で
栽
培
し
た
野

菜
を
た
く
さ
ん
の
人
に
食
べ
て
い
た

だ
き
た
い
と
い
う
想
い
。
自
分
が
栽

培
し
た
野
菜
を
食
べ
た
い
な
と
言
っ

て
い
た
だ
け
る
。
そ
ん
な
農
家
に
あ

こ
が
れ
て
脱
サ
ラ
～
研
修
～
就
農
の

道
を
歩
み
始
め
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
約
１
㌶
の
農
地
を
借
り

て
、
年
間
約
１
３
０
種
類
の
野
菜
を

栽
培
し
、
宅
配
販
売
を
中
心
に
全
国

へ
旬
の
野
菜
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　
犬
飼
さ
ん
が
韮
崎
市
へ
移
住
を
決

め
た
の
は
、
移
住
前
か
ら
懇
意
に
し

て
い
た
先
輩
移
住
者
か
ら
の
勧
め
が

き
っ
か
け
で
し
た
。
先
輩
移
住
者
が

経
営
す
る
お
店
に
野
菜
を
卸
し
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、
穴
山
町
は
移
住
者

と
地
域
住
民
と
の
人
づ
き
あ
い
が
よ

く
、
非
常
に
住
み
や
す
い
地
域
で
あ

る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
実
際
に
、

犬
飼
さ
ん
が
家
や
畑
を
探
し
た
時
に

も
先
輩
移
住
者
や
地
域
の
方
々
か
ら

温
か
い
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
犬
飼
さ
ん
は
地
域
の
方
々

と
の
繋
が
り
を
大
切
に
し
た
い
と
自

治
会
や
消
防
団
の
活
動
に
も
参
加
し

て
い
ま
す
。
地
域
に
馴
染
む
の
も
、

野
菜
を
買
っ
て
い
た
だ
く
の
も
信
頼

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
事
。
と
い

う
犬
飼
さ
ん
。
自
ら
の
野
菜
作
り
か

ら
生
ま
れ
る
「
縁
」
を
繋
い
で
、
地

域
や
お
客
様
と
の
関
係
を
築
い
て
い

き
た
い
。
そ
ん
な
想
い
か
ら
付
け
た

屋
号
は
「
犬
飼
農
ｅ
ｎ
」。
新
た
な

「
ｅ
ｎ
」
を
生
む
た
め
に
、
今
後

は
、
自
ら
が
影
響
を
受
け
た
農
業
体

験
や
畑
で
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
開
催

し
て
み
た
い
で
す
ね
。
と
笑
顔
で
答

え
て
く
れ
ま
し
た
。

上
げ
た
土
台
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
穴
山
駅
付
近
の
上
り
方
面

の
ト
ン
ネ
ル
は
す
す
け
た
レ
ン
ガ

積
み
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
、
煙

を
吐
き
出
す
蒸
気
機
関
車
が
走
っ

て
い
た
こ
と
を
伝
え
、
レ
ン
ガ
の

積
み
方
は
イ
ギ
リ
ス
積
み
と
い
う

手
法
で
あ
る
こ
と
も
分
か
り
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
レ
ト

ロ
感
が
あ
っ
て
魅
力
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
中
央
本
線
の
開
通
に
よ
っ
て
、

大
勢
の
方
々
が
韮
崎
を
訪
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
伝

え
る
も
の
が
韮
崎
駅
に
あ
り
ま

す
。『
韮
崎
の　

白
き
ペ
ン
キ
の

驛
標
に　
薄
日
の
し
み
て　
光
る

さ
み
し
さ
』
と
刻
ま
れ
た
石
碑
で

す
。
詩
人
と
し
て
有
名
な
北
原
白

秋
が
、
明
治
42
年
11
月
30
日
に
韮

崎
駅
に
降
り
立
っ
た
時
に
詠
ん
だ

も
の
で
、
碑
は
昭
和
44
年
11
月
１

日
に
白
鳳
会
の
方
々
が
建
立
し
た

も
の
で
す
。
明
治
45
年
３
月
28
日

午
前
10
時
８
分
に
は
大
正
天
皇
に

な
る
前
の
皇
太
子
様
、
昭
和
22
年

10
月
14
日
午
後
２
時
に
は
昭
和
天

皇
が
山
梨
御
巡
幸
で
韮
崎
駅
を
利

用
し
て
い
ま
す
。

　
韮
崎
駅
開
業
の
こ
の
12
月
、
中

央
本
線
の
魅
力
を
振
り
返
り
つ

つ
、
の
ん
び
り
と
市
内
に
残
る
鉄

道
遺
産
を
探
す
小
旅
行
に
で
か
け

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
文
化
財
担
当　
閏
間　
俊
明
）

29
第

回

に
ら
さ
き
遺
産
め
ぐ
り

韮
崎
の
白
き
ペ
ン
キ
の
驛
標
に

　
　
　
　

薄
日
の
し
み
て
光
る
さ
み
し
さ

韮
崎
駅
開
業
１
１
５
年
と
中
央
本
線

「
野
菜
作
り
か
ら
生
ま
れ
る「
縁
」を
繋
い
で
」

穴
山
町
　
犬
飼
　
啓
郎 

さ
ん

3
vol.
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秋の味覚で復興支援～サンマ祭り開催～

韮崎北西小学校で消費生活地域講座を開催

　10月13日（土）、穴山町ふれあいホールで、穴山町サンマ祭
りが開催されました。
　東日本大震災の被災地に対して細く長く支援の気持ちを持ち続
けていくために、毎年気仙沼からサンマを取り寄せて実施してい
るこのイベントも今年で6回目を迎えました。
　今年も秋の味覚・気仙沼直送のサンマと穴山町でとれた新米を
たくさんの方が堪能し、1,300匹のサンマは完売しました。

　10月15日（月）、韮崎北西小学校の4～6年生の児童を対象
に「スマホ・ネットの安心・安全な使い方」と題して山梨県消費
生活地域講座が開催されました。山梨県消費生活研究会連絡協議
会が主催したこの講座は、講師に全国読売防犯協力会の菅野泰彦
さんをお招きし、機械を上手に使っていくこと、自分で正しい判
断をすることの大切さなどをお話してくれました。参加した児童
は「気を付けて使っていきたい」と感想を述べていました。

民俗資料館で昔の遊びを楽しむ

「ニラサキーゼ倶楽部」設立

株式会社テージーケー韮崎工場開所

　10月13日（土）、韮崎市民俗資料館で、にらみんで秋まつり
が開催されました。「みんなで昔のあそびをたのしもう」をテー
マにコマやお手玉、弓矢で狩り体験など子どもはもちろん大人も
童心に返って皆さん夢中になって楽しんでいました。
　ゲームやスマートフォンなど私たちの周りには便利で楽しいも
のがあふれていますが、電気がなくてもたくさんの楽しい遊びが
あることを再確認する機会となりました。

　10月14日（日）、韮崎市商工会館で、ニラサキーゼ倶楽部
（山寺直美会長）の設立総会が開催されました。
　ニラサキーゼ倶楽部は女性のネットワーク作りや韮崎に新た
な活力を生み出すことを目的に、本市在住・在勤、または本市
が好きな50～64歳の女性により組織された団体です。
　これからの韮崎が活力あふれるまちであるために、また、女
性が輝くまちであるために活動を行っていくそうです。

　10月17日（水）、上ノ山・穂坂地区工業団地に立地した㈱
テージーケー韮崎工場で開所式が行われました。
　開所式には、会社の建設にかかわった関係事業者等たくさんの
方が出席され、清宮代表取締役は「ここまで来ることができたの
は皆さんのおかげです。この場所は大変素晴らしい環境で、ここ
に溶け込んで、最先端のものづくりをしていきたい。」と感謝の
気持ちとともに決意を表明されました。
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首都圏韮崎会交流ツアー

やさしさがあなたの心をあたためる！

U-3 親子サッカーフェスティバル

　10月18日（木）、首都圏韮崎会（清水美知雄会長：会員数
124名）の交流ツアーが開催されました。当日は、約40名が来
韮され、秋晴れのもと、幸福の小径の散策からスタートし、武田
八幡宮への参拝や常光寺での座禅体験など、韮崎の歴史文化に触
れる一日を過ごされました。首都圏韮崎会は、首都圏在住の本市
出身者やゆかりのある方々の交流および情報交換により、故郷の
発展に寄与することを目的とした様々な活動を行っています。

　10月20日（土）、韮崎中央公園陸上競技場で第32回「福祉の
日」記念まつりを開催しました。はじめに、全国ラジオ体操連
盟の有賀さん、NHK「みんなの体操」の五日市さんを講師に迎
え、全員でラジオ体操・みんなの体操を行いました。その後の運
動会では園児とお年寄りが力を合わせて競技が行われ、アトラク
ションでは穴山の里利用者による和太鼓が披露されるなど、皆さ
んいきいきとした様子で参加してくださいました。

　10月25日（木）、グリーンフィールド穂坂で、親子（3歳以
下）を対象とした、第9回 U-3 親子サッカーフェスティバルが
開催されました。韮崎市子育て支援センターが主催するこの行事
は韮崎市サッカー協会の協力で、サッカーの普及や幼少期からス
ポーツに親しむこと、親子の交流を深めることを目的に毎年開
催しています。今年も青空の下、約100組の親子が参加し、サッ
カーを通じて絆を深めていました。

地域ブランド食としてにらまんを紹介

100歳おめでとうございます！

　10月18日（木）、甲府市内で「特選やまなしの食」試食会が
行われました。県内の郷土料理等のうち、次世代に残したい料理
等167品目を「やまなしの食」として認定し、代表的な47品目
を「特選やまなしの食」に選定しました。本市からはにらまんが
選出され、市職員、食生活改善推進員等が調理して来場者にふる
まわれました。試食された方からは「おいしい」「どこで食べる
ことができるのか？」などといった好評の声をいただきました。

　10月22日（月）、円野町の澤野たけ子さんが100歳の誕生日
を迎えられました。澤野さんは、折り紙が趣味で気持ちを込めて
作った作品をプレゼントすることが好きだそうです。また、毎朝
一番に新聞を読み、家族にいろいろとお話をされるそうです。長
生きの秘訣は好き嫌いなく何でも食べること。特にはちみつと牛
乳は欠かせないとのことでした。
　澤野さん、100歳おめでとうございます。
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　昭和58年の学校設置から35年が経過した甘利小学校で
すが、平成28年7月から3年という長期にわたって実施
してきた大規模改修工事が9月に完了しました。
　学習メディア・給食棟の改築により給食調理のドライシ
ステム化やアレルギー対応が可能になりました。また既存
校舎の大規模改修により、老朽箇所の更新はもとより、多
目的トイレの新設・トイレ改修、またエレベータやスロー

プも整備さ
れ、バリアフリー化も図られました。
　今回の改修事業は既存校舎の大規模改修のため、工期ご
とに完成した箇所の部分引渡しを受け、使用していました。
　この度、全ての工事が完了したことから9月28日の運
動会全校練習の前に「校舎完成ありがとうの会」が行わ
れ、全校児童を代表し、山西彩湖児童会長から工事関係者
の皆さんへ感謝の気持ちを伝え、きれいな校舎を大切に使
うことをあらためて約束しました。

園児の熱戦！U-6 サッカーフェスティバル

　10月30日（火）、韮崎中央公園陸上競技場で U-6 サッカー
フェスティバルが開催されました。市と韮崎市サッカー協会が毎
月実施している市内保育園・幼稚園の巡回サッカー教室での園児
たちの成果を見せる場として実施し、園児は広い芝生の上での
サッカーを楽しみました。また今年度は東京エレクトロン テク
ノロジーソリューションズ㈱にご後援いただき、園児たち一人ひ
とりにサッカーボールをいただきました。ありがとうございました。

消防団にポンプ車等を交付

今年で40年目！菊まつり開催

　10月２９日（月）、神山分団に消防ポンプ自動車、穂坂分団
第２部と第５部に可搬式小型動力ポンプが交付されました。市
役所で行われた交付式では、市長からの「地域消防力の要とし
て活躍して欲しい」との激励に対し、神山分団・工藤分団長が
「地域の消防力を一層向上させ、市民の力となれるよう気を引
き締めてがんばりたい」と決意を述べられました。
　消防団は地域の消防活動のリーダーとして、平時・非常時を
問わず、住民の安心と安全を守る重要な役割を担っています。

　11月1日（木）、穂坂小学校で第40回菊まつりが開催されま
した。「咲かせよう笑顔の花を 思いをこめよう Forever（40）
～ひとりひとりが主人公～」をテーマに5年生児童が劇で40年
間の歴史を振り返ったほか、各学年の発表や全校合唱などで菊の
花をきれいに咲かせるためにお世話になった方々へ感謝の気持ち
を精一杯伝えました。会場は5年生が丹精込めて育てた菊で彩ら
れ、華やかな雰囲気で来場者をお迎えしました。

甘利小学校の校舎が生まれ変わりました！
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市内の学校の児童・生徒の活躍

親善大使を任命！

珠玉の近代陶芸作品を展示

　11月2日（金）、本市の知名度向上とイメージアップ、観光の
振興等の役割を担う「武田の里・サッカーのまちにらさき親善大
使」を新たに任命しました。今回大使を引き受けていただいた方
は、本市出身でモデルやタレントとして活躍中の若尾綾香さんです。
　若尾さんは「自然豊かなふるさと韮崎を日々の活動やSNSを通
じてPRしていきたい」と、大使としての意気込みを語ってくだ
さいました。若尾さんよろしくお願いします。

　11月4日（日）、市民交流センターニコリのアートギャラリー
で「珠玉の近代陶芸 ～TKK岩下幹コレクション～」の記念セレ
モニーが開催されました。本市出身の岩下幹さんが約半世紀にわ
たり集めた約2,000点以上の作品のうち、酒井田柿右衛門や北大
路魯山人など、現代の人間国宝や巨匠作家による作品約100点が
展示されています。
　企画展は12月24日（月）まで開催しています。皆さん、この
機会に貴重な陶芸の美に癒されてみませんか。

サッカーフェスティバル（シニアの部）

　11月3日（土）、4日（日）、韮崎中央公園陸上競技場・芝生
広場でサッカーフェスティバル（シニアの部）が開催されまし
た。今年も韮崎シニアSCをはじめ県内外から10チームが参加し
ました。公園の木々は秋色に染まっていましたが、年齢を感じさ
せない熱い戦いが繰り広げられ、会場は熱気に包まれました。
　この地にサッカーを根付かせてきた皆さんが、今でもこうして
「サッカーのまち・にらさき」を支えてくれています。

おめで
とう！

　韮崎工業高校電子機械科3年生の志村学樹さん
は、8月に愛媛県で開催された「～溶接甲子園～全
国選抜高校生溶接技術競技会」へ出場し、被覆アー
ク溶接部門で3位に入賞しました。溶接の魅力は
「同じようにやっても毎回違う出来上がり。自分を
見つめているようで楽しい。将来的にも役立つ技術。
後輩たちにも勧めたい。」と語ってくれた、志村さん。
4月からは溶接の仕事に就くことも決まったそうで
す。次の目標は、技能五輪に出ること。夢を追い続
ける志村さんを応援しています。

　韮崎北東小学校6年生の有井謙成さん（80ｍハー
ドル）と奥村陽さん（100ｍ）が、10月8日（月）、山梨
中銀スタジアムで行われた第38回山梨県小学生陸
上競技会に出場し、それぞれの種目で優勝しました。
　奥村さんは「大会に向けて指導者の方がたくさん
教えてくれたので優勝できたと思う。応援してくれ
た皆さんに感謝している。」と感想を述べてくれま
した。2人は中学生になっても競技を続けていきた
いといい、有井さんは「11秒台を記録することが
これからの目標です。」と決意を語ってくれました。

全国選抜溶接
技術競技会
３位入賞

第38回
山梨県小学生
陸上競技会
優勝
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イ
ベ
ン
ト

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

ニ
コ
リ

ニ
コ
リ
主
催
イ
ベ
ン
ト

問
合
せ
☎
２
２ｰ

１
１
２
１

み
ん
な
で
つ
く
る

ニ
コ
リ
の
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

　
市
内
の
保
育
園
・
幼
稚
園
児
が

飾
り
付
け
を
行
っ
た
ク
リ
ス
マ
ス

ツ
リ
ー
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

■
日
時　
11
月
23
日
（
金
）
～

　
12
月
25
日
（
火
）　
16
時

■
場
所　
ニ
コ
リ
１
階

　
　
　
　
共
用
ス
ペ
ー
ス

■
参
加
園　
韮
崎
東
保
育
園
、
た

ん
ぽ
ぽ
保
育
園
、
す
ず
ら
ん
保

育
園
、
韮
崎
す
み
れ
保
育
園
、

韮
崎
愛
生
幼
稚
園
、
韮
崎
カ
ト

リ
ッ
ク
白
百
合

幼
稚
園
、
山
梨

英
和
ダ
グ
ラ
ス

こ
ど
も
園

ニ
コ
リ
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

　
オ
カ
リ
ー
ナ
と
ピ
ア
ノ
の
美
し

い
音
色
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
12
月
23
日
（
日
）

　
　
　
　
13
時
30
分
か
ら

■
場
所　
ニ
コ
リ
１
階

　
　
　
　
共
用
ス
ペ
ー
ス

■
演
奏
者

　
柿
内　
美
緒
氏（
オ
カ
リ
ー
ナ
）

　
海
野　
綾
子
氏（
ピ
ア
ノ
）

■
協
力　
内
藤
楽
器
㈱

餅
つ
き
大
会
（
無
料
）

　
杵
と
臼
を
使
っ
て
餅
つ
き
を
行

い
ま
す
！
つ
い
た
お
餅
は
お
汁
粉

に
し
て
お
配
り
し
ま
す
。

■
日
時　
１
月
５
日
（
土
）

　
　
　
　
14
時
つ
き
始
め

■
場
所　
ニ
コ
リ
１
階

　
　
　
　
共
用
ス
ペ
ー
ス

つ
る
し
雛
を
作
ろ
う
！（
無
料
）

　
つ
る
し
雛
を
作
り
ま
せ
ん
か
？

手
芸
が
苦
手
な
方
で
も
大
丈
夫
。

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
ど
な
た
で

も
大
歓
迎
で
す
！

■
日
時　
１
月
12
日
、
19
日
、
26

日
（
土
）　
13
時
～
16
時

■
場
所　
ニ
コ
リ
１
階
会
議
室

※
日
に
よ
っ
て
部
屋
が
異
な
り

ま
す
。

■
持
ち
物　
裁
縫
道
具
、ボ
ン
ド
、

布
の
切
れ
端
（
あ
る
方
の
み
）、

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
玉
（
あ
る

方
の
み
）

■
定
員　
30
名

　
　
　
　
※
最
少
催
行
人
数
２
名

■
講
師　
伊
藤　
幸
枝
氏

■
注
意　
制
作
し
た
つ
る
し
雛
は
、

ニ
コ
リ
の
ひ
な
祭
り
期
間
に
展

示
し
た
後
、
制
作
者
に
返
却
し

ま
す
。
針
や
糸
を
使
わ
な
い
作

品
も
あ
り
ま
す
の
で
、
小
さ
な

子
ど
も
で
も
参
加
可
能
で
す
。

■
申
込
方
法　
ニ
コ
リ
１
階
総
合

受
付
に
お
越
し
い
た
だ
く
か
、

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

『
辛
～
Ｆ
ｉ
ｒ
ｅ
！

　
　
辛
口
一
魂
！
～
』
展
示

　
世
知
辛
い
世
の
中
、
辛
口
コ
メ

ン
ト
、
身
体
が
燃
焼
す
る
ほ
ど
の

激
辛
料
理
…
。
「
辛
い
」
と
い
っ

て
も
い
ろ
い
ろ
で
す
。
寒
い
冬
、

身
も
心
も
温
ま
る
？
辛
く
て
、
熱

く
て
、
刺
激
的
な
本
を
献
上
し
ま

す
！
乞
う
ご
期
待
！

■
展
示
期
間

　
12
月
１
日（
土
）～
12
月
27
日（
木
）

ク
リ
ス
マ
ス
会
の
お
知
ら
せ

　
も
も
た
ろ
う
７
の
皆
さ
ん
に
よ

る
人
形
劇「
お
だ
ん
ご
こ
ろ
こ
ろ
」

や
、
ト
リ
ボ
ン
に
よ
る
ス
テ
ィ
ー

ル
パ
ン
の
ク
リ
ス
マ
ス
演
奏
な

ど
、
楽
し
い
催
し
物
が
い
っ
ぱ
い

で
す
。

　
サ
ン
タ
さ
ん
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
も
あ
り
ま
す
。
ご
家
族
、
お
友

達
な
ど
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
12
月
８
日
（
土
）

　
　
　
　
14
時
～
15
時

■
会
場　
子
育
て
支
援
イ
ベ
ン
ト

　
　
　
ス
ペ
ー
ス

■
参
加
費　
無
料

■
対
象　
０
歳
か
ら
小
学
校
低
学

年
く
ら
い
ま
で
の
お
子
さ
ん
と

そ
の
家
族

ク
リ
ス
マ
ス
☆
コ
ン
サ
ー
ト

　
音
楽
塾
の
皆
さ
ん
が
、
ク
リ
ス

マ
ス
ソ
ン
グ
は
も
ち
ろ
ん
、
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
曲
を

た
っ
ぷ
り
お
届
け
し
ま
す
。

■
日
時　
12
月
８
日
（
土
）

　
　
　
　
15
時
10
分
～
16
時

■
会
場　
ニ
コ
リ
２
階
会
議
室
９

■
参
加
費　
無
料

■
対
象　
０
歳
か
ら
小
学
校
低
学

年
く
ら
い
ま
で
の
お
子
さ
ん
と

そ
の
家
族

朗
読
の
つ
ど
い
（
無
料
）

　
12
月
は
市
内
朗
読
グ
ル
ー
プ
と

韮
崎
高
校
放
送
部
の
方
々
に
ご
出

演
い
た
だ
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
お

越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　
12
月
15
日
（
土
）

　
　
　
　
14
時
～
15
時

■
場
所　
ニ
コ
リ
２
階
会
議
室
９

■
内
容
（
作
品
名
・
朗
読
者
）

「
ア
ン
の
ク
リ
ス
マ
ス
」

　
ル
ー
シ
ー･

モ
ー
ド･モ

ン
ゴ
メ
リ
作

「
世
界
で
一
番
の
贈
り
も
の
」

マ
イ
ケ
ル･

モ
ー
パ
ー
ゴ
作

「
ク
リ
ス
マ
ス
・
ト
レ
イ
ン
」

　
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
バ
ル
ダ
ッ
チ
作

「
賢
者
の
贈
り
物
」

　
　
　
　
　
オ
ー
・
ヘ
ン
リ
ー
作

「
も
み
の
木
」

　
ハ
ン
ス
・
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・

　
　
　
　
　
　
ア
ン
デ
ル
セ
ン
作

　
　
　
朗
読　
韮
崎
高
校
放
送
部

「
二
十
四
の
瞳
」　

壺
井　
栄
作

　
　
　
朗
読　
保
阪　
え
み
子
氏

ま
な
び
ｎｏ
サ
ロ
ン
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
つ
な

「
し
ゃ
べ
ら
ん
会
」（
無
料
）

　
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
つ
な
は
、
生
涯
学
習

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
企
画
す
る
市
民

の
た
め
の
サ
ロ
ン
で
す
。
毎
月
第

２
木
曜
日
に
、
楽
し
い
お
し
ゃ
べ

り
が
で
き
る
会
を
開
い
て
い
ま

す
。
家
に
こ
も
り
が
ち
な
方
や
お

友
達
を
作
り
た
い
方
な
ど
、
ど
な

た
で
も
自
由
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
12
月
13
日
（
木
）

　
　
　
　
13
時
30
分
～
16
時

■
場
所　
ニ
コ
リ
１
階
会
議
室
１

　
　
　
　
（
時
間
内
出
入
り
自
由
）

■
申
込　
不
要

第
２
回

「
タ
ブ
レ
ッ
ト
初
心
者
講
座
」

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
基
本
操
作
や
、

暮
ら
し
に
役
立
つ
便
利
で
楽
し
い

ア
プ
リ
の
使
い
方
を
学
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。
備
え
付
け
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
使
用
し
ま
す
の
で
、
お
持
ち

で
な
い
方
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。　

大
村
記
念
図
書
館

問
合
せ
☎
２
２ｰ

４
９
４
６

中
央
公
民
館

問
合
せ
☎
２
０ｰ

１
１
１
５
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■
日
時　
１
月
28
日（
月
）・
２
月

４
日
（
月
）、
12
日
（
火
）、　

25
日
（
月
）　
10
時
～
12
時

■
場
所　
ニ
コ
リ
１
階
会
議
室
８

■
定
員　
18
名

■
教
材
費　
１
，
４
０
４
円

■
使
用
機
種　
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ　
Ｐ
ｒ
ｏ

■
講
師　
向
山　
幹
夫
先
生

■
申
込　
12
月
４
日
（
火
）
か
ら

に
ら
★
歩
歩
く
ら
ぶ

　
に
ら
み
ん
ぽ
ツ
ア
ー
２
０
１
８

～
韮
崎
市
民
俗
資
料
館
で

　
民
話
の
ひ
と
時
～
（
要
予
約
）

　
韮
崎
市
に
は
先
人
た
ち
が
築
い

て
き
た
歴
史
や
文
化
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
市
内
の
各
町
に
伝
わ

る
民
話
も
、
そ
の
一
つ
。
昔
懐
か

し
い
建
物
で
民
話
を
聞
い
て
み
ま

せ
ん
か
？
ど
な
た
で
も
ご
参
加
で

き
ま
す
♪（
韮
崎
市
ウ
ェ
ル
ネ
ス

ポ
イ
ン
ト
対
象
イ
ベ
ン
ト
で
す
。）

■
日
時　
12
月
11
日
（
火
）

　
　
　
　
10
時
30
分
～
11
時
30
分

■
場
所　
韮
崎
市
民
俗
資
料
館

■
内
容　
民
俗
資
料
館
内
の
蔵
座

敷
な
ど
の
解
説
、
韮
崎
民
話
絵

本
の
読
み
聞
か
せ

■
定
員　
20
名

■
持
ち
物　
水
分
、
防
寒
具
、
い

つ
も
の
お
で
か
け
グ
ッ
ズ

■
参
加
費　
３
０
０
円

　
　
　
　
　
（
お
土
産
付
き
）

に
ら
★
ち
び
ぽ
け
っ
と
ひ
ろ
ば

（
無
料
・
予
約
不
要
）

　
12
月
の
に
ら
★
ち
び
は
ク
リ
ス

マ
ス
の
あ
そ
び
が
登
場
♪
季
節
の

あ
そ
び
を
楽
し
む
ぽ
け
っ
と
ひ
ろ

ば
で
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
工
作
を

し
ま
す
。

■
日
時　
12
月
13
日（
木
）、
14
日

（
金
）　
10
時
～
11
時

■
内
容　
木
片
を
使
っ
た
ク
リ
ス

マ
ス
ケ
ー
キ
作
り

に
ら
★
ち
び
年
末
年
始

休
館
日
の
お
知
ら
せ

　
に
ら
★
ち
び
の
年
末
年
始
休
館

日
は
12
月
28
日（
金
）～
１
月
３
日

（
木
）で
す
。
そ
の
前
後
は
通
常

の
遊
び
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

「
大
掃
除
」

　
お
も
ち
ゃ
や
マ
ッ
ト
な
ど
す
べ

て
洗
浄
し
て
片
づ
け
ま
す
。

■
日
時　
12
月
27
日
（
木
）

　
　
　
　
９
時
～
17
時

「
な
ん
に
も
な
い
ひ
ろ
ば
」

　
空
っ
ぽ
の
ひ
ろ
ば
か
ら
徐
々
に

設
定
を
整
え
ま
す
。

■
日
時　
１
月
４
日
（
金
）

　
　
　
　
９
時
～
17
時

※
要
予
約
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は

電
話（「
広
報
を
見
た
」と
お
伝

え
く
だ
さ
い
）ま
た
は
Ｈ
Ｐ
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
☎
２
３ｰ

７
６
７
６
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広　報
にらさき

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

inform
ation

あ
な
た
の
や
さ
し
さ
を
！

　
　
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
手
術
や
治
療
で
輸
血
を
必
要
と

す
る
方
が
増
加
す
る
一
方
で
、
少

子
高
齢
化
の
影
響
な
ど
に
よ
り
、

特
に
若
い
世
代
の
献
血
者
数
が
減

少
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。
献
血

は
身
近
に
あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時　
12
月
21
日
（
金
）

　
　
　
　
10
時
～
11
時
30
分

　
　
　
　
12
時
45
分
～
15
時
30
分

■
会
場　
市
役
所
庁
舎
東
駐
車
場

■
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
‐
２
５
１
‐
５
８
９
１

　
韮
崎
市
献
血
推
進
協
議
会

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　
☎
２
３
‐
４
３
１
０

介
護
者
の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す

　
「
介
護
者
の
つ
ど
い
」
は
、
介

護
者
同
士
が
集
う
場
で
す
。
日
頃

の
介
護
相
談
だ
け
で
な
く
、
介
護

者
ご
自
身
の
健
康
面
に
も
目
を
向

け
る
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
12
月
25
日
（
火
）

　
　
　
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所　
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
ニ
コ
リ
１
階　
会
議
室

■
講
演　
介
護
者
の
健
康
に
つ
い
て

■
講
師　
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
お
知
ら
せ

平
成
31
年
成
人
式
の
ご
案
内

　
成
人
さ
れ
る
皆
さ
ん
の
輝
か
し

い
門
出
を
お
祝
い
す
る
た
め
、
成

人
式
を
実
施
し
ま
す
。

■
日
時

　
１
月
13
日
（
日
）

　
受
付　
12
時
30
分
か
ら

　
式
典　
13
時
30
分
か
ら

■
場
所　
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン

　
韮
崎
文
化
ホ
ー
ル
・
大
ホ
ー
ル

・
式
典
終
了
後
、
記
念
撮
影
、
成

人
式
実
行
委
員
会
企
画
に
よ
る

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

※
家
族
席
も
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
教
育
課
生
涯
学
習
担
当

（
内
線
２
６
７
）

空
き
店
舗
・
空
き
事
業
所
の
有

効
活
用
を
図
り
ま
せ
ん
か
？

　
市
で
は
、
市
内
に
あ
る
空
き
店

舗
や
空
き
事
業
所
を
有
効
活
用

し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、
現
在
使
わ
れ
て
い
な
い
店

舗
等
を
利
用
し
た
い
と
考
え
て
い

る
方
に
、
お
貸
し
い
た
だ
け
る
方

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
記
事
の
「
空
き
店
舗
・

空
き
事
業
所
情
報
」（http://

w
w

w
.city.nirasaki.lg.jp/

docs/2018081400013/

）に

情
報
を
掲
載
し
、
広
く
情
報
発
信

を
行
い
ま
す
の
で
、
登
録
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
産
業
観
光
課
商
工
労
政
担
当

（
内
線
２
１
６
）

　
環　
境

「
ニ
ー
ラ
の
エ
コ
情
報
」
発
行

　

年
３
回
（
７
月
・
11
月
・
３

月
）
ご
み
や
資
源
物
リ
サ
イ
ク
ル

に
関
す
る
広
報
紙
を
全
戸
配
布
し

て
い
ま
す
。
11
月
号
は
、
10
月
７

日
開
催
の
「
武
田
の
里
フ
ェ
ス

タ
・
韮
崎
」
で
、「
ご
み
処
理
の

有
料
化
な
ど
」
に
つ
い
て
来
場

者
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

や
、
ご
み
減
量
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
の
直
近
の
状
況
な
ど
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
広
報

と
一
緒
に
配
布
さ
れ
た
「
ニ
ー

ラ
の
エ
コ
情
報
」
を
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://

w
w

w
.city.nirasaki.lg.jp/

docs/2016072700012/

）

に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

 　
市
民
生
活
課
生
活
環
境
担
当

（
内
線
１
３
１
・
１
３
２
）

　
保
健
・
福
祉

乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診
、
人

間
ド
ッ
ク
、
脳
ド
ッ
ク
の
受
診

券
の
受
付
は
12
月
21
日
ま
で
！

　
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
は
早
期
に

発
見
す
れ
ば
治
療
が
可
能
な
が
ん

で
す
。
自
分
の
た
め
、
家
族
の
た

め
に
年
に
一
度
は
検
診
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

■
対
象
者

・
乳
が
ん
検
診　
25
歳
以
上
の
方

・
子
宮
が
ん
検
診　
21
歳
以
上
の
方

・
人
間
ド
ッ
ク　
韮
崎
市
国
民
健

康
保
険
に
加
入
す
る
40
歳
か
ら

74
歳
の
方
で
、
平
成
30
年
度
の

総
合
健
診
を
受
診
さ
れ
て
い
な

い
方

・
脳
ド
ッ
ク　
50
歳
以
上
の
方
で
、

平
成
29
年
度
に
脳
ド
ッ
ク
を
受

診
さ
れ
て
い
な
い
方

※
年
齢
は
平
成
31
年
３
月
31
日
現
在

■
受
付
期
間

　
12
月
21
日
（
金
）
ま
で

■
受
付
場
所　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
持
ち
物
（
受
付
時
）

・
健
康
保
険
証

・
自
己
負
担
金

　
　
乳
が
ん　
　
１
，
０
０
０
円

　
　
子
宮
が
ん　

２
，
０
０
０
円

（
※
70
歳
以
上
は
無
料
）

■
問
い
合
わ
せ

　
健
康
づ
く
り
課 

健
康
増
進
担
当

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　
☎
２
３
‐
４
３
１
０

　
　
　
　
ほ
っ
と
ほ
っ
と
韮
崎

　
　
　
　
　
　
斎
藤　
弓
子
所
長

※
希
望
者
は
個
別
相
談
可

※
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
・
虹
（
認
知

　
症
カ
フ
ェ
）
と
合
同
開
催

■
対
象
者　
在
宅
介
護
を
さ
れ
て

い
る
方
、
介
護
に
興
味
の
あ
る

方
、
介
護
関
係
者

■
定
員　
10
名（
要
申
込
・
先
着
順
）

■
参
加
費

　
１
０
０
円
（
カ
フ
ェ
利
用
料
）

■
問
い
合
わ
せ

　
長
寿
介
護
課
介
護
支
援
担
当

　
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　
☎
２
３
‐
４
３
１
３

　
　
　
　
　

２
３
‐
４
３
１
６

　
相　
談

冬
の
Ｅ
ｙ
ｅ
愛
ひ
と
み
相
談
会

お
子
さ
ん
の
見
え
方
に
つ
い
て

　
不
安
を
感
じ
て
い
る
方
、
成
人

さ
れ
て
か
ら
目
に
障
が
い
を
持
ち

悩
ん
で
い
る
方
、
視
覚
に
課
題
が

あ
る
お
子
さ
ん
を
指
導
さ
れ
て
い

る
先
生
な
ど
、
見
え
方
や
目
の
こ

と
で
お
悩
み
の
方
は
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
12
月
８
日
（
土
）、９
日

（
日
）　
10
時
～
15
時

※
１
件
に
つ
き
約
１
時
間
の
相
談

■
場
所　
山
梨
県
立
盲
学
校

　
（
甲
府
市
下
飯
田
２
‐
10
‐
２
）

■
内
容　
見
え
方
や
目
の
こ
と
に

つ
い
て
全
般
。主
に
支
援
、教
育
、

学
習
、進
路
に
つ
い
て
の
相
談
。
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★
雪
害
に
備
え
る
た
め
、
最
新
の
気
象
情
報
を
取
得
し
、
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

■
対
象　
乳
幼
児
か
ら
成
人
ま
で

（
本
人
、保
護
者
、支
援
者
等
、

ど
な
た
で
も
）

■
参
加
料　
無
料

■
申
込　
12
月
６
日
（
木
）
ま
で

に
電
話
で
申
し
込
み
を
お
願
い

し
ま
す
。
受
付
時
間
は
平
日
９

時
か
ら
17
時
ま
で
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
立
盲
学
校
（
吉
田
）

☎
０
５
５
‐
２
２
６
‐
３
３
６
１

０
５
５
‐
２
２
６
‐
３
３
６
２

　
募　
集

裁
判
員
制
度

　
訪
問
説
明
会
（
出
前
講
義
）

　
裁
判
官
や
裁
判
所
職
員
な
ど
が

皆
さ
ん
の
企
業
や
学
校
、
地
域
の

集
ま
り
な
ど
に
出
向
い
て
、
裁
判

員
制
度
に
つ
い
て
説
明
し
、
裁
判

員
裁
判
に
関
す
る
疑
問
に
分
か
り

や
す
く
お
答
え
し
ま
す
。

■
時
間　
１
時
間
程
度

　
　
（
平
日
10
時
～
17
時
の
間
）

■
場
所　
希
望
の
場
所

■
対
象　
県
内
の
企
業
、
学
校
、

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
自
治
会
等
の
団
体
等

■
人
数　
概
ね
10
名
程
度
か
ら

■
費
用　
無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
甲
府
地
方
裁
判
所
事
務
局 

総
務
課

☎
０
５
５
‐
２
３
５
‐
１
１
３
３

http://w
w

w
.courts.go.jp/

koufu/

　
募　
集

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」（
日
本
政

策
金
融
公
庫
）
の
ご
案
内

　
高
校
、
大
学
等
へ
の
入
学
時
・

在
学
中
に
か
か
る
費
用
を
対
象
と

し
た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。
お

子
さ
ん
１
人
に
つ
き
３
５
０
万
円

以
内
を
、
固
定
金
利
（
年
１・78
％

〔
平
成
30
年
11
月
12
日
現
在
〕）で

利
用
で
き
、
在
学
期
間
内
は
利
息

の
み
の
ご
返
済
と
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
詳
し
く
は
「
国
の
教
育

ロ
ー
ン
」
で
検
索
し
て
い
た
だ
く

か
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
７
０
‐
０
０
８
６
５
６

　
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
０
３
‐
５
３
２
１
‐
８
６
５
６

　
イ
ベ
ン
ト

冬
至
は「
ゆ
ず
湯
」で
ぽ
っ
か
ぽ
か

　
韮
崎
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

【
作
り
方
】

①
プ
レ
ー
ン
ヨ
ー
グ
ル
ト
は
キ
ッ

チ
ン
ペ
ー
パ
ー
を
敷
い
た
ザ
ル

に
あ
け
２
時
間
～
ひ
と
晩
、
水

分
を
切
る
。（
出
て
き
た
水
分

は
活
用
で
き
る
の
で
捨
て
な
い
）

②
り
ん
ご
は
２
～
３
㎜
の
大
き
さ

に
細
か
く
切
り
鍋
に
入
れ
る
。

③
砂
糖
・
レ
モ
ン
汁
を
加
え
弱
火

で
柔
ら
か
く
な
る
ま
で
煮
て
冷

ま
し
て
お
く
。

④
器
に
水
切
り
ヨ
ー
グ
ル
ト
・
り

ん
ご
の
甘
煮
を
盛
り
付
け
完
成
。

【
栄
養
量（
１
人
分
）】

　
エ
ネ
ル
ギ
ー　
73
㌔
㌍

　
食
塩
相
当
量　
０
㌘

■
問
い
合
わ
せ

　
健
康
づ
く
り
課 

健
康
増
進
担
当

　
　
　
　
　
☎
２
３
‐
４
３
１
０

は
、
12
月
22
日
の
冬
至
に
ち
な
ん

で
、
ゆ
ず
湯
を
実
施
し
ま
す
。
ゆ

ず
湯
は
血
行
促
進
お
よ
び
、
神
経

痛
、
腰
痛
等
を
和
ら
げ
る
効
果
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。　

■
実
施
期
間

　
12
月
17
日（
月
）～
22
日（
土
）

■
開
館
時
間

　
９
時
30
分
～
16
時
30
分

※
入
浴
時
間

　
９
時
30
分
～
15
時
30
分

■
問
い
合
わ
せ

　
韮
崎
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
２
２
‐
６
９
４
４

韮
崎
工
業
高
等
学
校　
太
鼓
部

コ
ン
サ
ー
ト
（
入
場
無
料
）

　
韮
崎
工
業
高
校
太
鼓
部
は
、
年

間
35
件
以
上
の
校
外
演
奏
を
し
て

い
る
ほ
か
、
今
年
度
は
山
梨
県
代

表
と
し
て
２
つ
の
全
国
大
会
に
出

場
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
日

頃
、
ご
声
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
い
る
皆
さ
ん
へ
感
謝
の
気
持

ち
を
込
め
て
活
動
の
成
果
を
発
表

し
ま
す
。

■
日
時　
１
月
14
日
（
月
・
祝
）

　
13
時
30
分
開
場　
14
時
開
演

■
会
場　
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン

　
韮
崎
文
化
ホ
ー
ル
・
大
ホ
ー
ル

■
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
立
韮
崎
工
業
高
等
学
校

　
　
　
　
　
☎
２
２
‐
１
５
３
１

（
太
鼓
部
顧
問　
佐
藤
）

●国民健康保険より
 11月に韮崎市国民健康保険で支払った額（保険者負担額）
は、141,622,843円（前年同月比0.96％減）で、１人あ
たりの保険者負担額は、20,606円（前年同月比3.34%増）
でした。引き続き健康に気をつけ医療費の節約にご協力く
ださい。

●市の人口　11月１日現在 　　    　　　 　（前月比）
　 男　１４，８６６人（うち外国人２５５人）   　２４人減
　 女	　１４，９４７人（うち外国人２８７人）   　２１人減
　 計　２９，８１３人（うち外国人５４２人）   　４５人減
　 世帯数　１２，７１９世帯    　　　     　 　　７世帯減

（有料広告）

知
っ
得
！
食
育
ひ
ろ
ば 

－

食
改
推
の
簡
単
レ
シ
ピ
！

－

「
水
切
り
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
り
ん
ご
ソ
ー
ス
か
け
」

濃
厚
で

美
味
し
い
！

【材料（４人分）】
・プレーンヨーグルト	 1パック
・りんご	 1個
・砂糖	 大さじ6
・レモン汁	 小さじ2

ご
存
知
で
す
か
？

　
ヨ
ー
グ
ル
ト
か
ら
出
て
く
る
水
分

は
、
乳
清
（
ホ
エ
イ
）
と
い
う
も
の

で
、
た
ん
ぱ
く
質
や
カ
ル
シ
ウ
ム
が

豊
富
に
含
ま
れ
、
味
噌
汁
や
ス
ー
プ

に
混
ぜ
る
、
酢
の
代
わ
り
に
活
用
す

る
な
ど
、用
途
は
様
々
で
す
。
ま
た
、

水
切
り
を
す
る
こ
と
で
酸
味
が
和
ら

ぎ
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
が
苦
手
な
方
も
食

べ
や
す
く
な
り
ま
す
。



Xmas Lobby Concert
― 音のギフトと新酒ワインを楽しむひととき ―

 ロビーコンサート演奏者募集（先着順）

10月７日開催の『ピアノストリート～音楽に出会う散歩道～』で使用した、花柄にラッ
ピングされたピアノ（テーマ：the Gift～今日の韮崎から未来へ、みんなでつむぐ音の
ギフト～）が奏でる音色を楽しみながら、市内ワイナリーで醸造されたクオリティの高
い新酒ワインを（試飲）味わう、クリスマスロビーコンサートを開催します。
日　時：平成30年12月19日（水）18時開場／18時30分開演
会　場：市役所庁舎１階ロビー
定　員：100名程度（入場無料）※満席の場合、入場をお断りする場合もあります。
その他：①クリスマスプレゼントが当たるお楽しみ抽選会もあります。
　　　　②未成年者・車を運転される方には、ぶどうジュースのご用意があります。
　　　　　飲酒運転は絶対におやめください。

ピアノストリートのコンセプトでもある「年齢や性別に関係なく、誰でも自由に弾くことができる」
ピアノです。コンサートで演奏したいという方は、下記までお申し込みください。
演奏条件：１人（デュオ含む）１～２曲・10分以内（出演料はありません）
　　　　　※ピアノ以外（各種楽器・声楽等）の共演者とのアンサンブル可

申し込み・問い合わせ：総務課 契約管財担当（内線337・338）

●発行：韮崎市   〒407-8501　山梨県韮崎市水神一丁目 3-1　●編集：総合政策課政策推進担当　●毎月 1 日発行
●問い合わせ：     0551-22-1111　  0551-22-8479　●URL：http://www.city.nirasaki.lg.jp/


